










































































ド」の年間回収数は、（Ｈ 22）416 件（Ｈ 23）
























































































る。幸せになる」、コーチングでいう『W i n -
W i n 』な取り組みであるといえる。
【おわりに】
更なる、接遇改善活動の裾野を広げるため
に、職員満足度向上部会、患者満足度向上部
会という異なる院内組織の職員が協働し、「職
満・患満・掲示版プロジェクト」を平成 25 年
度に発足した。これは、「接遇Good カード」や、
「患者さんのご意見箱」の中での職員への感謝
（お褒め）の言葉を、院内掲示板及び、平成 25
年度から当院に導入されたデジタルサイネー
ジといわれる、職員用の電光掲示板にて、定
期的に紹介するという活動である。このよう
に、良い成果があった改善活動は、組織横断
的に活動を水平展開していくことで、更なる
加速と波及効果が期待される。
